
2026 年度 戦略的創造研究推進事業（CREST） 
新規採択課題・総括総評 

 

戦略目標:｢基礎量子科学技術研究がドライブする量子未踏領域の開拓｣ 

研究領域:｢量子科学技術における未踏領域の開拓｣ 

研究総括:平山 祥郎(量子科学技術研究開発機構 SIP 推進センター センター長/東北大学 名誉教授/同 先端

スピントロニクス研究開発センター 特任研究員) 

 

氏名 所属機関 役職 研究課題名 

遠藤 護 
東京大学 大学院工学系研

究科 
講師 

非ガウス量子光が拓く光と物質の量子融合

基盤 

北村 恭子 
東北大学 大学院工学研究

科 
教授 

フォトニック結晶大面積共振による量子秩

序化された化学反応場の開拓 

久保 結丸 

沖縄科学技術大学院大学 

サイエンス・テクノロジ

ー・グループ 

主幹研究員 
熱フォノンを活用した量子インターコネク

トの創成 

島添 健次 
東京大学 大学院工学系研

究科 
准教授 

MeV 量子相関計測による未踏量子医用イメー

ジング 

橋坂 昌幸 東京大学 物性研究所 准教授 
超高品質材料基盤に基づくエニオン制御技

術の創出 

山本 倫久 
理化学研究所 創発物性科

学研究センター 

チームディレ

クター 
半導体開放系量子技術の開発 

（所属・役職は応募時点） 

（五十音順に掲載） 

 

<総評> 研究総括:平山 祥郎 

 

本研究領域は、量子技術が社会に浸透した持続的な量子未来社会の実現に向け、量子科学技術に新たな道を

切り開く｢量子未踏領域｣の開拓を目的とします。基礎量子科学の学理を深化させながら、量子コンピューティ

ング、量子情報処理、量子センシング、量子マテリアルなどの各分野における挑戦的な研究を推進するととも

に、各分野の融合研究や新たな融合方向を創生する基礎研究にも挑戦します。 

令和 8 年度に発足し、第 1 回目の募集となる今年度の提案数は、70 件でした。提案は、未踏の量子ビットや

量子中継の開拓から、様々な量子計測、量子材料、光やイオンを用いた量子状態制御から量子計算の基礎科学

まで、非常に多様な分野にわたっており、斬新で意欲的な量子未踏領域に相応しい提案を数多くいただきまし

た。 

選考にあたっては、11 名の領域アドバイザーに加えて 5 名の外部評価委員の協力のもと書類査読を行い、

書類選考会での検討を経て、特に優れた 13 件の提案に対してオンラインでの面接選考を実施し、最終的に、6

件の研究提案を採択しました。各選考においては、利害関係にある評価者は選考から外すなど、公平かつ公正

な審査を行いました。 

選考の観点としては、提案における未踏領域およびその未踏領域の先の可能性がきちんと主張されているか、

背景にある基礎学理が十分であるか、CREST の研究期間内に科学や技術の発展につながる成果が期待できるか

といった観点を重視し、国際連携の要素にも注意を払いながら選考しました。今年度の採択率は 8.6%と、非常

に厳しいものとなりましたが、将来の量子コンピューティングに革新をもたらす可能性のある挑戦や量子光の
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物性応用、化学や医療分野への新しい量子的な挑戦など、未踏の量子科学技術として今後の展開や波及効果が

大いに期待される提案を採択することができました。 

一方、残念ながら不採択となった提案の中にも、十分魅力的かつ挑戦的で、質の高い提案が多数ありました。

来年度の募集においても、不採択理由などを参考にして、各提案の未踏技術の独創性やその意義をより明確に

し、専門外の評価者にも自身の研究内容や新規性が十分に伝わるよう提案書やプレゼンテーションにさらに磨

きをかけて、ぜひ再度挑戦していただくことを期待します。 

(特定課題調査を実施する研究者)  

･川上 恵里加 (理化学研究所 量子コンピュータ研究センター 理研白眉研究チームリーダー) 

 

  



戦略目標:｢持続可能社会につなげる超寿命マテリアルの創出｣ 

研究領域:｢革新的な超寿命マテリアルの創出とその理論的基盤の構築｣ 

研究総括:乾 晴行(京都大学 名誉教授) 

 

氏名 所属機関 役職 研究課題名 

稲邑 朋也 東京科学大学 総合研究院 教授 
超整合条件近傍における超寿命フェロイッ

ク材料の設計原理 

長田 実 
名古屋大学 未来材料･シ

ステム研究所 
教授 原子層設計が拓く超寿命誘電体 

侯 召民 
理化学研究所 環境資源科

学研究センター 

グループディ

レクター 

自己修復高分子に基づく超寿命材料の設計

と創製 

平方 寛之 
京都大学 大学院工学研究

科 
教授 

照射場による損傷状態遷移制御と超寿命材

料設計 

山崎 仁丈 
九州大学 エネルギー研究

教育機構 
教授 

300℃作動・再生型超寿命プロトン伝導デバ

イスの創出 

横田 知之 
東京大学 大学院工学系研

究科 
准教授 

強靭な自己修復導電材料が拓く次世代エレ

クトロニクス 

（所属・役職は応募時点） 

（五十音順に掲載） 

 

<総評> 研究総括:乾 晴行 

 

本研究領域では、構造材料及び機能材料としての材料･デバイスの寿命に着目し、従来の寿命を凌駕する材

料･デバイスに加え、周囲の環境を利用して必要に応じて自己修復する材料･デバイスなど、既存の寿命の概念

を変革する超寿命マテリアルの創出とその理論的基盤の構築を目指しています。対象とする材料には、金属や

セラミックスなどの無機材料、有機･高分子材料、さらにそれらの複合材料が含まれます。また、これらの材

料を用いた電池、半導体デバイス、機能性高分子など、多様なデバイスも対象とします。寿命については、構

造･力学特性と機能特性のいずれも対象としています。特に、実験室レベルでの個々の現象発現の確認にとど

まらず、実使用で機能する材料･デバイスの創生を視野に入れた研究や、単に長寿命化するのではなく、その

材料･デバイスの実使用環境における適切な寿命を設定し、その寿命に応じた材料の創出、寿命予測、劣化･破

壊機構の解明･評価を時間軸の関数として行うことを重視しています。 

本領域は令和 8 年度に発足し、今年度が第 1 回の募集でした。様々な材料･デバイスを対象とした多様なア

プローチによる、計 78 件の研究提案を応募いただきました。各専門分野で活躍する領域アドバイザー10 名と

外部評価者 5 名による書類選考を通して、13 件を面接選考の対象としました。面接選考では、最終的に計 6 件

の研究提案を採択しました。(採択率 7.7%) 

採択された課題はいずれも、材料の劣化、自己修復に関する理解の深化、活用を通じて新たな寿命に関する

理論的基盤の構築や、超寿命マテリアルの創出に取り組もうとする意欲的な提案であり、本領域の対象とする

多様な材料分野から選ばれました。 

残念ながら不採択となった提案の中にも寿命において独自性と先進性を備えた提案は数多くありました。独

自性と先進性を基盤としながら、例えば、｢超寿命マテリアル｣の解釈を強化する、材料･デバイスの実使用環

境における寿命の定量的な目標設定を明確にする、時間軸を意識した劣化や修復のメカニズム解明･理論的基

盤の構築を行う、などの視点を一層明確にして、来年度の再応募を検討いただければと思います。 

本研究領域では、多様な材料種、材料特性を研究対象としていますが、｢設計･創出したマテリアル、劣化･



損傷現象のメカニズム解明やその探知、あるいは自己修復･分解(リサイクル)などが材料･デバイスの超寿命と

どのように関わるのか、その学術的基盤を『時間軸』(使用時間や回数など)の関数として解明する｣ことが重

要と考えています。単に従来比で材料･デバイスの寿命が延びたという研究ではなく、定量的に時間軸(使用時

間や回数)に沿った議論を行う研究を求めています。来年度の募集においても、これらの観点も踏まえ、従来

の延長線上にはない、新たな超寿命マテリアルの設計、評価手法の確立、メカニズム解明を含んだ提案を期待

します。 

 

  



戦略目標:｢デジタル時空間拡張｣ 

研究領域:｢デジタル時空間拡張の実現に向けた技術革新と持続的価値共創｣ 

研究総括:本村 陽一(産業技術総合研究所 人工知能研究センター 首席研究員) 

 

氏名 所属機関 役職 研究課題名 

大倉 史生 大阪大学 産業科学研究所 准教授 
ツイン農業のための栽培環境のマルチスケ

ール時空間仮想化 

高安 美佐子 
東京科学大学 情報理工学

院 
教授 

腸内細菌生態系デジタル時空間拡張の基盤

構築 

日野 英逸 
情報･システム研究機構 

統計数理研究所 
教授 

情報価値で駆動する海域火山デジタル時空

間基盤 

桝田 晃司 
東京農工大学 大学院工学

研究院 
教授 

デジタルツイン×4 次元音場形成で実現する

完全非侵襲リアルタイム手術システム 

松岡 大祐 
海洋研究開発機構 情報地

球科学研究部門 

プ ロ グ ラ ム

長･上席研究

員 

環境動態変化と循環型社会をつなぐ海洋プ

ラスチック・デジタルツイン 

村上 定義 
京都大学 大学院工学研究

科 
教授 

核融合プラズマの適応的デジタルツインシ

ステムによる総合制御 

（所属・役職は応募時点） 

（五十音順に掲載） 

 

<総評> 研究総括:本村 陽一 

 

本研究領域では、次世代計算科学と AI 等のデータ駆動科学、数理･生命･人間･社会科学および都市工学やロ

ボティクスなど多様なドメインの専門知の融合により、仮想表現の時空間的拡張と仮想･現実間の探索･介入･

相互フィードバックを通じて、デジタル時空間拡張の基盤を構築し、それを活用した価値共創やコミュニティ

を拡大する標準化や次世代育成も行うことで、その技術革新と持続的な価値創出を目指します。 

令和 8 年度に発足した本研究領域における第 1 回募集には、様々な分野･課題を対象とした 82 件の応募があ

りました。様々な専門分野で活躍する 8 名の領域アドバイザーの協力を得て厳正かつ公平に選考を進めた結

果、書類選考により 13 件を選出し、さらに面接選考を経て、最終的に 6 件の研究提案を採択しました。 

本領域では、単なるデジタルツインの高度化やシミュレーション技術の発展にとどまらず、実世界と仮想世

界を往還するフィードバックループを構築し、新たな価値創出や社会変容を導く基盤技術の創出を重視し、独

創性、異分野融合性、社会的インパクト、実現可能性の観点から評価を行いました。 

採択した 6 件の課題は、核融合、生体医療、防災、環境、農業など対象分野は多岐にわたるものの、いずれ

も実世界に存在する複雑な対象を仮想空間上で表現･予測･介入し、その結果を再び実世界へ還元するという本

領域の理念を強く体現した提案です。また、物理現象、自然現象、生体現象、人間活動、社会システムまでを

包含する、多様性とバランスを備えた研究ポートフォリオを形成することができました。 

一方、採択に至らなかった提案の中にもデータ基盤や要素技術として高い水準にある提案が数多く見られま

した。本領域が重視する仮想･現実間の双方向フィードバックや、異分野融合による新たな学理･方法論･価値

の創出の観点をさらにブラッシュアップして、来年度以降に再度応募を検討していただければと思います。 

次年度も特定の分野に限定せず、実世界と仮想世界の相互作用を通じて新たな価値創出を目指す挑戦的な提

案、特に、複数分野に展開可能な基盤的方法論や共通技術の創出につながる研究を歓迎します。また、国内の

個別課題の解決にとどまらず、学際的･国際的な研究コミュニティや標準化活動とも連携しながら、我が国発



のデジタル時空間拡張技術･方法論を世界に発信する研究提案が数多く現れることを期待しています。 

 

  



戦略目標:｢拡張五感と認知｣ 

研究領域:｢感覚の理解と制御がつなぐ生体システム操作｣ 

研究総括:古川 貴久(大阪大学 蛋白質研究所 教授･副所長) 

 

氏名 所属機関 役職 研究課題名 

川上 耕季 
東北大学 大学院薬学研究

科 
准教授 

嗅覚受容体応答の逆設計による匂い感覚拡

張 

関 和彦 
国立精神･神経医療研究セ

ンター 神経研究所 
部長 

固有受容覚の分解と再構成による身体拡張

基盤の創出 

染谷 隆夫 
東京大学 大学院工学系研

究科 
教授 

皮膚・血管・脳をつなぐ感覚応答の理解と制

御 

樽野 陽幸 
京都大学 大学院医学研究

科 
教授 

ヒト味覚の模倣技術開発と分子細胞機序解

明 

寺北 明久 
大阪公立大学 大学院理学

研究科 
教授 ロドプシン光遺伝学で拓く感覚拡張 

日比野 浩 
大阪大学 大学院医学系研

究科 
教授 

聴覚の“質”を豊かにする感覚拡張技術の創

出 

（所属・役職は応募時点） 

（五十音順に掲載） 

 

<総評> 研究総括:古川 貴久 

 

本｢感覚をつなぐ｣研究領域では、五感(視覚、聴覚、嗅覚、味覚、触覚)をはじめとする様々な感覚について、

ヒトから無脊椎動物や植物まで幅広い生物を対象として、感覚の基礎研究と、その知見を活かした感覚の認識･

模倣･拡張･伝達･改善の技術開発の両面から感覚研究を推進します。生命科学による｢感覚機能メカニズムの解

明｣と工学･情報科学による｢感覚の制御と拡張｣を統合し、さらに人間工学や人文･社会科学の視点を取り入れ

た異分野融合研究を進めることで、感覚という窓を通じて生体システムを最適化する新たな学術体系の確立を

目標にしています。     

研究提案の選考においては、とりわけ、我が国の感覚研究のプレゼンスの上昇につながるような、また感覚

研究のブレークスルーの創出につながることが期待されるような先進的･野心的な提案を重視しています。令

和 8 年度に発足した本研究領域における第 1 回募集には、幅広い感覚研究者から 89 件の応募がありました。

領域アドバイザー10 名と外部評価者 3 名により、多様な感覚モダリティのバランスも考慮しながら、特に研

究提案の科学的、技術的な Innovation、研究領域や社会に与え得る Impact、提案研究の Originality の観点

と実現可能性を重視して厳正な選考を進め、書類審査により 12 件に絞り、その後の面接を経て、最終的に 6

課題を採択しました(採択率 6.7%)。うち 1 課題は、30 代前半の若手の提案による比較的小額予算の CREST 研

究です。全体として各感覚分野を広くカバーしたものになっており、我が国の感覚研究の未来につなぐ布陣で

す。 

一方、今回は不採択となったものの、あと一歩というべき優れた研究提案も数多くあり、その中で特定課題

調査とした提案もあります。本研究領域が重視する感覚研究に沿った目標やグループ構成となっているか、感

覚の機能メカニズムの理解や感覚拡張の進展にどのように寄与できるのか、単なる計測とその応用にとどまっ

ていないか、そうした視点を整理し、また概念的な図だけでなく鍵となる生データを明確に示すことで実現可

能性に十分な説得力を持たせた申請で、来年度の再応募を検討いただければと思います。 

本研究領域では、対象とする感覚や生物に特段の制限はなく、その応用や連携分野も限定されません。来年



度も実績ある研究者に加えて、感覚研究に取り組む意欲溢れる若手研究者を含む積極的な応募に期待します。 

(特定課題調査を実施する研究者)  

･金 尚宏 (量子生命科学研究所 チームリーダー) 

 

  



戦略目標:｢ゆらぎの制御･活用による革新的マテリアルの創出｣ 

研究領域:｢ゆらぎの導入･制御による機能性材料の創製｣ 

研究総括:佐々木 高義(物質･材料研究機構 名誉フェロー) 

 

氏名 所属機関 役職 研究課題名 

金澤 直也 東京大学 生産技術研究所 准教授 量子幾何の分子化学が拓くゆらぎ整流材料 

小林 玄器 理化学研究所 開拓研究所 主任研究員 
水素の電荷・空間ゆらぎを活用したイオニク

ス材料の創製 

椎原 良典 
豊田工業大学 大学院工学

研究科 
教授 

金属ガラスに潜在するゆらぎの解明と変形

学理構築 

福田 憲二郎 
大阪大学 大学院工学研究

科 
教授 

強誘電性液晶材料のゆらぎ制御による電気

流体力学の極低電圧化 

柳澤 実穂 
東京大学 大学院総合文化

研究科 
准教授 

多分散性設計によるソフト材料の構造ゆら

ぎ制御と機能創発 

（所属・役職は応募時点） 

（五十音順に掲載） 

 

 <総評> 研究総括:佐々木 高義 

 

本研究領域では、材料の機能や性能を決定づける重要な因子の一つである｢空間的･時間的なゆらぎ｣に着目

し、その積極的な導入･活用を通じて革新的マテリアルの創製を目指しています。近年、先端計測技術や計算

科学、データサイエンスの飛躍的な進歩により、従来は困難であったゆらぎの高精度な可視化･解析が可能と

なりつつあります。本研究領域では、これらを最新の材料創製技術と融合することにより、ゆらぎに関する

学理の深化と、その理解に基づく新たな材料･機能の創出を目指す先導的な研究を推進します。 

令和 7 年度に発足した本研究領域では、第 2 回公募も 124 件という多くの応募がありました。10 名の領域

アドバイザーおよび 7 名の外部評価者の協力のもと、独創性、挑戦性、学術的インパクトに加え、｢ゆらぎ｣

の本質的理解と、その設計･制御･活用を通じて革新的な材料機能･性能を創出し得る提案であることを重視し

て審査を行いました。書類選考により 12 件を面接対象として選出し、その後の面接選考を経て、最終的に 5

課題を採択しました(採択率 4.0%)。 

今回採択した研究課題は、いずれも、ゆらぎを積極的に制御し、利用することで新たな学理やこれまでに

ない機能性材料の創出を目指す意欲的な提案であり、本研究領域の趣旨を体現する研究課題として高く評価

されました。第 1 回公募の採択課題と合わせることで、本研究領域では、金属、無機、有機、高分子、ソフ

トマテリアルなど多様な材料系を対象とし、材料創製、先端計測、理論･計算科学分野に関連したバランスの

取れた研究ポートフォリオが形成されつつあります。今後は、それぞれの研究課題が個別に成果を創出する

だけでなく、｢ゆらぎ｣という共通概念を軸として相互に連携･触発し、新たな材料科学の学理形成へと発展し

ていくことを期待しています。 

一方、採択には至らなかった提案の中にも、独創性と将来性に富んだ優れた研究が数多くありました。今

後は、独自の研究シーズを基盤として、｢ゆらぎ｣が新たな材料機能の創出にどのようにつながるのか、その

学術的意義と研究戦略をより明確に示した魅力的な提案が望まれます。 

本研究領域は来年度が最終公募となります。対象とする材料系や応用分野に制限は設けていません。既往

の研究開発の枠組みにとらわれない自由な発想のもと、｢ゆらぎ｣の理解と制御･活用を通じて新しい材料科学

を切り拓く独創的かつ挑戦的な提案を歓迎します。 

 

  



戦略目標:｢実環境に柔軟に対応できる知能システムに関する研究開発｣ 

研究領域:｢実環境知能システムを実現する基礎理論と基盤技術の創出｣ 

研究総括:尾形 哲也(早稲田大学 理工学術院 教授/(一社)AI ロボット協会 理事長) 

 

氏名 所属機関 役職 研究課題名 

石黒 章夫 東北大学 電気通信研究所 教授 
実環境突破力を創発する生物規範型フィジ

カル AI の設計論 

北澤 茂 
大阪大学 大学院生命機能

研究科 
教授 脳内位相で拓く実環境操作制御の知能基盤 

倉林 大輔 東京科学大学 工学院 教授 寄り道行動から深化する機械嗅覚探索知能 

杉浦 孔明 慶應義塾大学 理工学部 教授 
視覚言語行動を統合する機械知能基盤の研

究開発 

並木 明夫 
千葉大学 大学院工学研究

院 
教授 

高時空間密度の接触知覚に基づく高速身体

知能基盤 

深尾 隆則 
東京大学 大学院情報理工

学系研究科 
教授 

屋外環境下で農作業を実現する適応的ロボ

ット基盤技術 

（所属・役職は応募時点） 

（五十音順に掲載） 

 

<総評> 研究総括:尾形 哲也 

 

本研究領域は、予測不能な実世界の環境変化に対し、安全かつ柔軟に対応可能な｢Physical AI(身体性を有

する知能システム)｣を構築するための基礎学理と基盤技術の創出を目指します。AI とロボティクスや IoT の

融合により身体性を付与するとともに、知能、機械、数理、制御、計算、通信、神経科学などの異分野を結集

し、高度な知能システム研究開発を推進します。具体的には、実環境適応型の新基盤モデル創出、知能と身体･

駆動機構の融合、実環境知能を支えるシステム基盤構築において、分野横断的かつ国際的な協調･共創により

革新的な成果を追求し、将来の製造･流通･モビリティ分野等の社会課題解決やイノベーション創出に貢献しま

す。 

発足 2 年目の今回は、次世代ロボット基盤モデル、リアルタイム制御の高度化、部位知能化、高効率･安定

システム技術などの領域から 40 件の応募をいただきました。専門分野で活躍する 8 名の領域アドバイザーと

ともに厳正な選考を行い、書類選考および 11 件の面接選考を経て最終的に 6 件を採択しました。選考では領

域の戦略目標達成に向け、既存の Physical AI やロボット基盤モデルの本質的課題に挑む挑戦性、および適用

する実環境と将来的な社会貢献ビジョンの明確さを重視し、国際競争力や大きな社会インパクトが期待できる

提案を選出しました。今後は他領域や拠点、学会等との連携を進め、社会･産業界との交流を促進するととも

に、国際コミュニティでの日本の存在感向上を目指します。 

不採択となった提案にも、AI と異分野の融合･協働による挑戦的な試みが多数含まれていました。独自性の

明確化や目標への貢献シナリオ、社会実装ユースケースをより精緻化し、再挑戦されることを強く期待します。

次年度も実環境知能システムに関わる幅広い分野から、多数の革新的な提案が寄せられることを心より期待し

ております。 

 

  



戦略目標:｢安全かつ快適な"人と AI の共生･協働社会"の実現｣ 

研究領域:｢人と AI の共生･協働社会を実現する学際的システム基盤の創出｣ 

研究総括:和泉 潔(東京大学 大学院工学系研究科 教授) 

 

氏名 所属機関 役職 研究課題名 

池上 高志 
跡見学園女子大学 情報科

学芸術センター 

教授･センタ

ー長 

人と AI の共生を生むアライメントの分散型

生成基盤 

高玉 圭樹 
東京大学 情報基盤センタ

ー 
教授 

複数自律運航のための理解受容駆動型人・AI

協働システムの設計 

平井 真洋 
名古屋大学 大学院情報学

研究科 
准教授 SPARK:行動起動の人-AI 共調整基盤 

ベンチャー  ジ

ェンチャン 

東京大学 大学院工学研究

科 
教授 

Foundations of Physical AI: A Floating 

Ontologies Framework for Symbiotic 

Coexistence 

星野 崇宏 慶應義塾大学 経済学部 教授 
人に委任された AI のための市場設計基盤の

創成 

（所属・役職は応募時点） 

（五十音順に掲載） 

 

<総評> 研究総括:和泉 潔 

 

本研究領域では、AI の高度化･多様化がもたらす社会課題解決や新産業創出への期待とともに、リスクや制

御の困難さが顕在化する現状を踏まえ、人と AI の共生、多様な AI 間の連携、さらには複数の人と複数の AI

による協働を実現する技術の開発に取り組みます。これにより、複雑化する社会課題の解決や社会システムの

全体最適化を図り、公平性や多様性に配慮した包摂的な社会を実現するとともに、人々の Well-being 向上と

人間理解の深化に貢献することを目指します。 

2025 年度に発足した本領域の 2 回目となる今回の募集では、様々な分野･課題を対象とした 95 件の応募が

あり、初回を大きく上回る応募数となりました。本公募の主要テーマは、AI エージェントとそのガバナンス、

人と AI の協働･共適応システム、フィジカル AI･ロボティクス、AI の安全性･信頼性･アイデンティティ、社会

シミュレーションと合意形成･熟議、教育と AI リテラシー、医療･ケア･Well-being、法･制度設計、科学的発

見支援、芸術･創造性などであり、情報科学技術に加えて社会学、心理学、認知科学、脳科学、経済学、法学、

哲学などの人文･社会科学の知見を融合した学際的な提案が、前回にも増して多数見られました。 

これらの提案に対しては、10 名の領域アドバイザーおよび 1 名の外部評価者の協力を得て厳正な選考を行

いました。書類選考により 12 件を選出し、さらに面接選考を経て最終的に 5 件を採択しました。採択された

提案はいずれも、基盤技術の卓越性に加え、その技術を活用した実証実験やサービス･商品開発といった｢社会

実装｣にとどまらず、実装がもたらす｢社会変革｣を見据え、さらに変革後の社会において技術をどのように進

化させていくかという発展的なサイクルを明確に描いている点で特に優れていました。今回は日仏の研究者に

よる共同提案も採択され、国や文化を超えて人と AI の共生のあり方を問う、より国際的な研究ポートフォリ

オを構築することができました。不採択となった提案の中にも質の高い内容が多く含まれており、これらの点

を改良したうえで次回の応募に挑戦していただくことを期待しています。 

本研究領域の公募は、令和 9 年度が最後となります。最終年度の公募では、これまでに採択された研究課題

との相補性も踏まえつつ、個別技術の要素開発にとどまらず、グループ研究の強みを最大限に発揮し、AI と社

会が安全かつ快適に共生･協働する社会の実現に向けて、広範な社会変革を力強く推進できる提案を期待しま



す。その際には、自身の研究成果が社会にどのような影響を及ぼし、どのような社会像の実現に資するのかと

いう明確なビジョンと、その達成度を測る考え方を示すことが求められます。本研究領域で採択された研究や、

関係する他の研究領域の取り組みとの連携を含む内容も歓迎します。 

また、本研究領域では、領域の今後の展開および人と AI の共生･協働研究の推進に資するテーマについて、

特定課題調査を実施します。 

(特定課題調査を実施する研究者) 

･田中 文英 (筑波大学 システム情報系 教授) 

 

  



戦略目標:｢超生体組織創出への挑戦｣ 

研究領域:｢異分野融合による超生体組織の創製と新機能の創出｣ 

研究総括:秋吉 一成(京都大学 高等研究院 特定拠点教授) 

 

氏名 所属機関 役職 研究課題名 

北島 智也 
理化学研究所 生命機能科

学研究センター 

副 セ ン タ ー

長･チームデ

ィレクター 

人工パーツ実装による異数性フリー胚の創

製 

洲崎 悦生 
順天堂大学 大学院医学研

究科 
主任教授 

不老生物ヒドラの「超生体」化：個体老化再

構成と老化始原探索 

武部 貴則 
大阪大学 大学院医学系研

究科 
教授 

戦略的形質復元に基づくレジリエントなヒ

ト超生体組織の創出 

萩原 将也 
理化学研究所 生命機能科

学研究センター 

チームディレ

クター 

管腔ネットワーク設計による多臓器連関シ

ステムの創出 

林 克彦 
大阪大学 大学院医学系研

究科 
教授 超組織化配偶子形成システムの構築 

（所属・役職は応募時点） 

（五十音順に掲載） 

 

<総評> 研究総括:秋吉 一成 

 

本研究領域では、生命科学、医学、医工学、バイオマテリアル工学、薬学、生物工学、物質･材料科学、高分

子科学、数理科学、情報科学、物理学、化学、植物学、農学など、様々な学問分野･科学技術の融合によって、

人工物質にはない、また生体物質だけでは実現できない性質･機能･仕組みを有する生体を超える新たな組織、

すなわち超生体組織の創出に挑戦し、バイオ･ライフサイエンス･材料･医療分野等におけるイノベーションの

創出を目指します。具体的には、下記①～③に示したものづくり研究を研究開発の『柱』として据え、また、

これらを支える基盤として必要不可欠な、下記④、⑤の『要素』となる研究開発を併せて推進します。 

① 生体機能を調整･操作した新しい組織の創製 

② 生体と同等な機能組織の創出 

③ 細胞集団の高次機能や適応性を活用した新しい動的材料システムの設計･構築 

④ 生体組織制御機構、材料･デバイスと細胞集団との相互作用、界面科学等の基盤的な理解･モデル化 

⑤ 組織の創出、計測評価、機能制御等に活用できる要素技術の開発 

本領域は 2025 年度に発足し、今年度は 2 回目の公募を実施しました。今回の公募においても、上記 3 つの

｢柱｣と 2 つの｢要素｣のうち、それぞれ少なくとも 1 つを含む分野融合的な研究チームを構成することを求めま

した。 

初年度の公募では、｢超生体組織｣という新たな概念から、多岐にわたる分野の研究者により独自の発想が引

き出され、本領域の対象範囲は当初の想定を超えて広がりました。今年度もさらに幅広い分野からこの概念の

具現化を目指す、斬新で挑戦的な提案が数多く寄せられました。 

選考にあたっては、本領域が対象とする幅広い学術分野において高い見識と豊富な経験を有する 12 名の領

域アドバイザーおよび 1 名の外部評価者にご協力をいただきました。今年度は 75 件の応募があり、昨年度と

同様の選考方針に基づき(※)、まず書類選考により 12 件を面接選考の対象として選定し、その中から 5 件を

採択しました。いずれも様々な分野からの魅力的で優れた提案であり、採択課題の選定には慎重な議論を重ね

ました。 



採択した 5 課題は、生命科学･医学系とマテリアル･工学系との高度な融合を通して、生体の機能を再構成、

制御、増強、拡張する独創的な超生体組織の創製に挑むもので、極めて優れた研究課題であると評価されまし

た。一方、残念ながら不採択になった中にも優れた提案が多数ありました。本領域として最後となる来年度の

公募では、引き続き、生命科学と工学の融合を通じて、｢超生体組織｣の概念をさらに発展･拡張する意欲的な

提案、特に持続可能な超生体組織･動的材料システム(物質生産システム、バイオアダプティブ材料、ハイブリ

ッドデバイス･センサー等)の創製を目指す挑戦的な提案を期待します。 

(※)https://www.youtube.com/watch?v=lhKR3hHzq2Y 

 

  



戦略目標:｢新たな社会･産業の基盤となる予測･制御の科学｣ 

研究領域:｢予測・制御のための数理科学的基盤の創出｣ 

研究総括:小谷 元子(理化学研究所 領域総括/同 開拓研究所 所長/同 数理創造研究センター チームディレ

クター) 

 

氏名 所属機関 役職 研究課題名 

大西 基也 
愛媛大学 大学院理工学研

究科 
准教授 パス理論が拓く介入予測の新展開 

武田 朗子 
東京大学 大学院情報理工

学系研究科 
教授 

調整不要な連続最適化基盤の構築と地震解

析への展開 

平岡 裕章 京都大学 高等研究院 教授 
リプログラミングを対象とする条件制御型

動的 AI 基盤モデルの構築 

森下 喜弘 
理化学研究所 生命機能科

学研究センター 

チームディレ

クター 

空間コードと幾何構造に基づく器官発生原

理の解明と先天奇形予測 

（所属・役職は応募時点） 

（五十音順に掲載） 

 

<総評> 研究総括:小谷 元子 

 

本研究領域では、社会課題に関わるリアルタイムデータやビッグデータ等を対象として、数学･数理科学と

他分野との融合により先進的な数理解析･評価手法を開発し、その解析･評価結果に基づく予測･制御のための

新たな基礎学理の創出と、実課題への適用を可能とする基盤技術の確立を目指します。 

具体的には、複数の現象が複雑に絡み合う社会課題を数理モデルや数学的記述によって抽象化し、その因果

関係や主要なパラメータを導出します。さらに、各分野の専門的知見や AI･機械学習等を活用することで、そ

の妥当性の検証や変化の予兆の検出、変化後の状態の推定、さらには現象への介入可能性の検討に取り組みま

す。 

また、実課題への適用を見据え、各分野の専門的知見や社会･産業のニーズを踏まえながら、予測プログラ

ムの開発や新たな介入･制御手法の提案も推進します。 

本研究領域は令和 6 年度に発足し、今回が最後の募集となる第 3 回募集を実施しました。応募総数は 59 件

となり、初年度の 59 件、昨年度の 66 件に続き、安定して高い水準の応募数を維持しました。これらの応募の

中から書類選考により 10 件に絞り込み、面接選考の結果、最終的に 4 件を採択しました。 

今年度も選考にあたっては、数学･数理科学と応用分野との融合を前提として、独創的かつ挑戦的で優れた

提案を採択するという方針に基づいて選定を行いました。また、新たに 1 名のアドバイザーに参画いただき、

計 10 名の領域アドバイザーの協力のもとで選考を進めました。 

その結果、社会課題に関連する生命科学･医療分野の研究が複数採択された一方で、地震解析をはじめとす

る災害･環境分野の課題も採択されました。また、近年急速に進展している AI についても、現代の科学技術に

おいて不可欠な要素であるとの観点から、AI モデルの構築といった挑戦的な課題を採択しました。今回の採択

を含め、本領域では 15 課題による領域運営を進めていくことになります。若手研究代表者や女性研究代表者

も採択されており、領域全体の活性化や研究コミュニティの発展に良い効果をもたらすことが期待されます。 

今後の領域運営においては、さきがけ｢未来数理科学｣や他の研究領域と連携しながら、数学･数理科学の研

究者の新たな活躍の場を広げる活動を継続していきます。また、AI と数学･数理科学との結び付きは国際的に

もますます重要性を増していることから、世界的な研究動向やトレンドを取り入れる機会を設け、領域のさら

なる活性化に取り組んでまいります。今後も、本領域の取組や領域内外の連携を通じて、分野融合が一層促進

されることを期待しています。 



 

戦略目標:｢持続可能な社会を支える光と情報･材料等の融合技術フロンティア開拓｣ 

研究領域:｢光と情報･通信･センシング･材料の融合フロンティア｣ 

研究総括:中野 義昭(豊田工業大学 学長) 

 

氏名 所属機関 役職 研究課題名 

熊谷 崇 
自然科学研究機構 分子科

学研究所 
准教授 

超高速トポロジカルナノフォトニクスの創

出 

高橋 陽太郎 
東京大学 大学院工学系研

究科 
准教授 

交差相関準粒子による革新的非線形テラヘ

ルツ光機能 

竹中 充 
東京大学 大学院工学系研

究科 
教授 

相変化材料を用いた不揮発光演算回路によ

る光電融合 AI 計算基盤の創成 

種村 拓夫 
東京大学 大学院工学系研

究科 
教授 

メタサーフェス一体型多次元光通信デバイ

ス基盤の創出 

中嶋 誠 
大阪大学 レーザー科学研

究所 
教授 

アト秒精度テラヘルツ計測が牽引するマテ

リアル CPS 

（所属・役職は応募時点） 

（五十音順に掲載） 

 

<総評> 研究総括:中野 義昭 

 

本研究領域では、光(光波･光子)と電子との本質的な性質の違いに着目して、電子に対する光の利点を最大

限に活用した革新的情報処理、通信、センシングシステムの開拓や、そのために必要な新しい材料やプロセス

技術開発に取り組みます。 

本領域は令和 6 年度に発足し、今年度で最後となる 3 回目の募集を実施しました。その結果、様々な分野の

研究者から、本領域が期待する｢分野融合｣を目指した 41 件の提案がありました。 

選考に当たっては 10 名の領域アドバイザーにご協力いただき、本領域の達成目標である 

(1) 光の真価を発揮する原理･要素技術の創出 

(2) 光と異分野のハイブリッド技術の開発 

(3) 持続可能な情報社会へ向けた光の革新的利用技術の開拓 

に該当する研究を中心に、光と情報･材料等の分野融合によるシナジーが期待できる提案であるか、提案者だ

けが持つ強みを活かした独創的な提案であるか、新しい潮流を生み出すような提案であるか等の観点から選考

を進めました。選考にあたっては、利益相反関係にある評価者は選考から外れる等、厳正かつ公平な評価を行

いました。 

書類査読及び書類選考での討議を経て、特に優れた 10 件の提案を面接選考の対象とし、最終的に 5 件の研

究提案を採択しました。採択率は 12%と、昨年度から増加しましたが、依然として厳しい水準となりました。 

採択した提案は、メタサーフェス一体型のシリコンフォトニクス回路による大容量･高効率な多次元光通信

実現を目指す研究、アト秒レベルの極限位相同期と構造同化型デジタルツインの融合によるサイバーフィジカ

ルシステム創成を目指す研究、テラヘルツ帯準粒子励起と電子の量子幾何学的性質が結合した交差相関準粒子

によるテラヘルツフォトニクスの確立を目指す研究、シリコン光回路と相変化材料の融合による高性能･低消

費電力の AI 計算基盤実現を目指す研究、ポラリトン分散トポロジーの設計･制御による超高速ナノ光ルーティ

ング･スイッチングを利用した新たな光情報処理技術実現を目指す研究であり、これまで領域に不足していた

情報通信系分野を含む幅広い分野の提案を採択できたと考えています。 



残念ながら不採択となった提案の中にも、独創性に富み、挑戦的な研究提案が数多くありました。しかしな

がら、本領域の趣旨と合わないこと、研究構想の実現可能性に関する説明が十分でないこと、学術的･社会的

インパクトが明確でないことや構成する研究グループ間の連携が明確でないことなどの理由で採択に至りま

せんでした。採択に至らなかった提案につきましては、他の機会を活用した今後の展開･発展を祈念しており

ます。 

本領域は今回で公募終了となり、多様なバックグラウンドや強みを持つ 13 課題が揃いました。今後は領域

内での異分野融合を推進しつつ、持続可能な社会を支える実世界と融合したグリーン情報システムの実現に必

要な基盤技術の創出に向け、領域全体としての成果の最大化を図ります。 

 

  



戦略目標:｢選択の物質科学～持続可能な発展型社会に貢献する新学理の構築～｣ 

研究領域:｢材料創製および循環プロセスの革新的融合基盤技術の創出とその学理構築｣ 

研究総括:岡部 朋永(東北大学 大学院工学研究科 教授/同 グリーン未来創造機構 グリーンクロステック研

究センター長) 

 

氏名 所属機関 役職 研究課題名 

稲木 信介 
東京科学大学 物質理工学

院 
教授 

機能性と物質循環を両立するサステイナブ

ル高分子材料 

神原 淳 
大阪大学 大学院工学研究

科 
教授 

高機能粒子の循環を実現するプラズマ賦活

再生の学理  

野田 優 
早稲田大学 先進理工学研

究科 
教授 

弱い力を用いた再生容易な二次電池の創製

および循環と学理構築 

馬 仁志 

物質･材料研究機構 ナノ

アーキテクトニクス材料

研究センター 

グループリー

ダー 

金属水酸化物から拓く高機能サーキュラー

マテリアルの創成 

（所属・役職は応募時点） 

（五十音順に掲載） 

 

<総評> 研究総括:岡部 朋永 

 

本研究領域は令和 6 年度に発足し、環境問題や資源問題が世界的に顕在化する中、特に物質･材料の持続可

能性に焦点を当て、材料を創製する研究と、それらを効率的に再生･再利用する循環プロセスの研究を融合す

ることで、持続可能な社会の実現に資する革新的な技術基盤の創出とともに、新たな学理の構築を目指してい

ます。 

選考方針は以下のとおりであり、本年度は JST の方針を踏まえ、国際連携および国際的な波及効果について

も選考方針に加えました。また、募集説明会では、材料循環分野における AI の活用に関する提案への期待に

ついても述べさせていただきました。 

ア 解決しようとする社会的要請が明確に提示されており、その解決に向けた道筋が具体的に描かれている

こと。 

イ 既存プログラムで取り組まれている従来技術や自身の研究シーズの単なる延長ではなく、斬新なアイデ

アが盛り込まれていること。 

ウ 研究対象とする材料や技術について、材料創製と循環プロセスの双方の視点を考慮した研究提案である

こと。 

エ 国際的にプレゼンスの高い論文に公刊され得る学術的に見て価値の高い研究および新規学術分野の構

築が期待できる提案であること。 

オ 研究期間中の国際連携に係る計画が明示されており、創出される成果によって大きな国際的波及効果が

期待される提案であること。 

本年度は最後の募集にもかかわらず、さまざまな材料を対象とした 59 件の研究提案をいただきました。い

ずれも学術的･社会的インパクトに優れた充実した内容であったため、評価者一同、選考には大変苦慮しまし

た。選考は、8 名の領域アドバイザーによる提案書の査読結果、およびそれに基づく書類選考会により 11 件ま

で絞り込み、その後の面接選考では、研究発表の内容、質疑応答、および書類選考結果を総合的に評価し、結

果として 4 件の研究課題を採択しました。 

今年度の選考をもって、本領域の 15 課題がすべて出揃いました。材料創製と循環を一体的に捉える新たな

研究領域として、多様な材料種･研究分野を包含する研究体制が整ったことを大変心強く感じています。今後



は、採択課題から優れた研究成果が創出されるよう、領域アドバイザーとともに研究を支援してまいります。

採択には至らなかったものの、ご提案いただいた皆様にも心より感謝申し上げるとともに、今後ますますのご

活躍を祈念いたします。 

 

  



戦略目標:｢｢生命力｣を測る～未知の生体応答能力の発見･探査～｣ 

研究領域:｢革新的な計測･解析技術による生命力の解明｣ 

研究総括:水島 昇(東京大学 大学院医学系研究科 教授) 

 

氏名 所属機関 役職 研究課題名 

芦苅 基行 
名古屋大学 生物機能開発

利用研究センター 
教授 

自然環境情報に応答した植物システミック

シグナル統合機構の解明 

竹内 恒 
東京大学 大学院薬学系研

究科 
教授 

生命力を駆動する cryptic 構造：隠される意

義の証明 

平山 祐 岐阜薬科大学 薬学部 教授 鉄と電子が織りなす生命力の解明 

若本 祐一 
東京大学 大学院総合文化

研究科 
教授 

細胞内恒常性に基づく表現型可塑性ポテン

シャルの自在操作 

（所属・役職は応募時点） 

（五十音順に掲載） 

 

<総評> 研究総括:水島 昇 

 

本研究領域は、2024 年度の戦略目標｢｢生命力｣を測る～未知の生体応答能力の発見･探査～｣に基づいて発足

しました。ニーズ志向の分野横断アプローチを通じて、革新的な計測･解析技術や、さまざまな計測パラメー

ターの重ね合わせによって｢生命力(The Power of Life)｣を解き明かすことを目標とし、｢生命力｣を可視化･浮

き彫りにするための革新的な計測･解析技術の開発と、革新的な技術を活用した｢生命力｣の解明を目指します。 

本研究領域として 3 回目となる 2026 年度の募集では、提案課題内での計測･解析技術の開発自体を必須とは

せずに、開発済みの計測･解析技術であっても、独自性･優位性が極めて高い場合には、それらを活用した｢生

命力｣の解明に取り組む提案も対象としました。募集にあたっては、これまでと同様に、従来技術では取得困

難であった情報の計測や、計測精度の著しい向上を可能にする技術に加え、これまで生命科学分野で十分に活

用されてこなかった異分野の技術や計測パラメーターを取り入れた飛躍的な計測･解析技術を含む提案を求め

ました。さらに、対象とする｢生命力｣の生物学的な重要性が高く、その解明によって新たな生命観の創出につ

ながる提案を期待しました。 

その結果、非常に幅広い研究分野から合計 111 件の研究提案が寄せられました。選考には 10 名の領域アド

バイザーと 9 名の外部評価者が参画し、厳正かつ公正な書類選考を行った結果、10 件を面接選考の対象とし

ました。さらに、面接選考における評価と議論を経て、最終的に 4 件の研究提案を採択しました。 

不採択となった提案の中にも、魅力的な研究課題が数多くありました。しかしながら、開発または利用する

計測･解析技術の革新性、独自性および優位性や、解明しようとする｢生命力｣の生物学的重要性、新たな生命

観の創出につながる可能性、ならびに計測･解析技術に関する要素と｢生命力｣の解明に関する要素などを総合

的に評価した結果、採択には至りませんでした。 

本年度は、新規の技術開発を必須とはしない方針としたことから、より生物学的に重要な｢生命力｣に迫ろう

とする提案が増加したように思います。一方で、量子計測などをはじめとする新しい技術を取り入れた提案や、

生命科学分野で活用されてこなかった異分野の技術や計測パラメーターを含む提案の増加には至らなかった

印象を受けました。 

本研究領域では、｢生命力｣の定義をあらかじめ限定せず、応募する研究者自らが考える｢生命力｣に基づく提

案を募集してきました。3 回にわたる募集の結果、計 15 課題がそろい、多様な生命現象を対象として、さまざ

まな｢生命力｣に迫る研究チームが領域に参画することとなりました。今後は、各課題がそれぞれの強みを発揮

して挑戦的な研究を推進するとともに、領域内外の研究者との連携を積極的に広げることを期待します。また、

得られた計測･解析情報を生命現象の理解へとつなげ、分野や生命階層を越えて共有し得る新たな生命観を提



示することも期待します。 

｢生命力｣の本質とは何か。その根源的な問いへの答えを、領域の研究者とともに考えていきたいと思います。 

 

 


